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地域と連携・協働する学校づくりへの取り組み 

―学校存続の危機を克服してきた韓国小規模校に着目して― 

Efforts to creating school that cooperation and collaboration 

with local community  

―Focused on small schools in South Korea which overcame a 

crisis of the school continuation― 

肥後 耕生  

Kosei Higo  

はじめに 

韓国では、農村地域における教育条件を改善すべく、歴史的に農村教育政策が展開されてきている。

産業化に伴う人口の都市集中化現象のなか、教育機会および教育条件の均等化を前提とする義務教育

段階での都市と農村間の教育格差が生じ始めたことを契機に、農村教育の機会拡大および条件改善政

策や、農村小規模校の統廃合政策が進められてきた。1990 年代に農村小規模校の統廃合が加速化し

ていくが、その背景には、農村人口の急激な減少（離村現象）に伴う農村地域の過疎化が進み、それ

に伴って児童生徒数が急減したことによる。統廃合政策については、政府や地方教育当局では統廃合

論理として学習権保障を掲げながらも、実質的には教育財政の効率化が優先されたのである。一方、

地域ではこのような学校統廃合政策の推進や、それに伴う地域社会の荒廃化が進むことに対し、市民

団体や保護者・教員団体による運動や組織体を構成しながら、抵抗や批判を激しく繰り返してきた。 

最近では、農村教育の質向上や農村小規模校の維持および育成のための政策や事業が推進されてき

ている。こうした政策や事業が推進されてきた背景には、次のようなことが挙げられる１）。 

一つ目に、人口・経済的水準での農村地域における地域条件の悪化である。経済成長や産業化に伴

う離村現象によって農村地域の人口は減少が続き、最近 20 年間に約 20％（面1地域は約 40％）の人

口が減少しており、人口流出が深刻な状況である。 

                                                 
1 韓国の地方行政区画には、17の第一級地方行政区画（1特別市・1特別自治市・6広域市・8道・1特別自治道）と、

第二級行政区画（道の下に市・郡、および特別市・広域市管下に区・郡がおかれ、これらが基礎自治体である）

がある。さらに、市・郡・区の下位行政区画として、基本的に市・区の下には洞が、郡の下には邑・面がある。

都市部に置かれた洞は日本の市町村内の町や大字に相当し、郡部に置かれた邑・面はそれぞれ日本の町・村に当

たる。 
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二つ目に、農村地域の児童生徒数の減少に伴う学校の小規模化と荒廃化である。農村地域の学校、

特に面地域の学校では、児童生徒数の自↛減少のみならࡎ、邑地域への離⬺により、邑地域の学校は

過ᐦ化する一方、面地域の学校は小規模化するという୧ᴟ化現象が生じている。このように、児童生

徒の都市部の学校への流出により学校の小規模化は続き、学校の存続自体が危機にさらされている。

た、㐺ṇ規模による学習集団ᙧ成のᅔ㞴、学校᪋タの⪁ᮙ化や教員の໅務条件悪化によるពḧ႙ኻࡲ

な࡝が」合的にస⏝し、持続的な学校の荒廃化が進ࢇでいる。 

୕つ目に、農村地域のなかでも特に面地域では、పᡤᚓᒙ（生ά保護ཷ⤥者）のみならࡎ、ẕᏊ・

∗Ꮚᐙᗞ、♽Ꮮᐙᗞ（♽∗ࡲたは♽ẕとᏞのᐙᗞ）、少年少ዪᐙ長2、ከᩥ化ᐙᗞな࡝、Ꮚ࡝もたࡕ

の面ಽをᐙᗞでぢษれない㈋ᅔᒙや社会的ᙅ者ᒙのẚ率が相対的に㧗い状況にある。 

ᅄつ目に、農村地域における教育ᨭ᥼のための人ᮦが୙㊊していることである。教育のάᛶ化のた

めにዊ௙できる地域のᑓ㛛的人ᮦの☜保に㝈⏺がある。農村地域の教育・ᩥ化・⚟♴᪋タの୙㊊や、

そうした᪋タへゐれる機会が少なく、Ꮚ࡝もたࡕの教育的経㦂が୙༑ศな状況である。地域に存ᅾす

る人的・≀的㈨※を⤖集し、農村教育を෌άᛶ化さࡏるためのຊ㔞が⤯対的に୙㊊しているのである。 

こうした農村地域におけるㄢ㢟をゎỴするために、政府による小規模校維持・育成事業であるࠕ農

⁺村⏣ᅬ学校育成事業ࠖが推進された。⏣ᅬ学校育成事業は、教育のほⅬからࡔけではなく、⚟♴の

ほⅬからのࢳ࣮ࣟࣉ࢔もᚲせとされ、ࠕ教育⚟♴ࠖのどⅬが取りධれられた㸰）。この事業を㏻じて、

ప下しつつある農村地域の学校、ᐙᗞ、地域の統合的教育機⬟のᅇ᚟を目ᣦしてきた。すなࡕࢃ、農

村地域における教育⎔ቃを改善し、農村がもつ地域的౯್や特ᛶを生かした教育の実現のための基┙

を構⠏するために、ᐙᗞおよび地域社会の教育的機⬟を෌生し、学校を᰾とした࣐ࣝ࢘（地域）教育

ඹྠ体の構⠏を目ᣦしているのである。 

農村の小規模校をᨭ࠼る取り組みは、政府による教育⚟♴事業の௚に、ࠕ小さな学校運動ࠖな࡝の

民間の教育運動にもὀ目できる。農村地域の学校や教育ၥ㢟への対ฎには、学校のຊࡔけでは㝈⏺が

あり、学校と地域の୺体による教育ඹྠ体のᙧ成を㏻じて、学校と地域がともにᡭを取り合いゎỴの

⣒口を᥈ることがồめられる。しかし、最近、このようなㄢ㢟を஌り㉺࠼ていくために、教員や保護

者を中ᚰとした教育運動や実㊶、国および自治体のᨭ᥼事業を契機に、学校を᰾にした教育ඹྠ体の

ᙧ成に向けた持続的な取り組みが生ࡲれはじめている㸱）。 

そこで本✏では、人口減少地域において、学校と地域が連携・協働しながら、持続ྍ⬟な学校を維

持していくための௙組みを᥈るࡦとつのᡭがかりとして、学校の統廃合や存続の危機を克服し、学校

を᰾にした教育ඹྠ体のᙧ成に持続的にດຊし続ける韓国小規模校の取り組みに着目し、そこから♧

၀をᚓることをࡡらいとする。 

 

                                                 
� ୧ぶがおらࡎ、ᮍ成年者のみで構成されるᐙᗞ、ࡲたは、保護者がいても㧗㱋なሙ合や障ᐖがあるな࡝の理⏤で

ᢇ㣴⬟ຊのないᐙᗞをᣦす。 
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� 㸯㸬ᨻᗓにࠕࡿࡼ㎰⁺ᮧ⏣ᅬᏛᰯ⫱ᡂ஦ᴗࠖࡢ≉ᚩ࡜ᡂᯝ 

農⁺村⏣ᅬ学校育成事業は、農村地域にある小学校および中学校のうࡕ児生徒数 �0 ྡ㹼200 ྡの

小規模校を対象に、2009 年㹼201� 年ᗘに教育部（日本のᩥ部⛉学┬に相当する）がබເ・ᣦᐃした

小規模校育成事業である。බເによる㑅ᐃ（බເᆺ）や統廃合校のᣦᐃ運Ⴀ（ᣦᐃᆺ）を㏻じて、2009

㹼2011 年ᗘに 1�� 校、2012 年ᗘに 2�9 校、201� 年ᗘに 9� 校が⏣ᅬ学校としてᣦᐃされ、国の特別

஺௜㔠によるᨭ᥼（� 年間の⥅続ᨭ᥼もしくはホ౯優⚽校への㏣加ᨭ᥼）をཷけてきた。 

⏣ᅬ学校育成事業の目的としては、次のようなものであった。第一に、農村地域の小・中学校を対

象に、自↛豊かな教育⎔ቃと先➃の e-learning ᪋タを構⠏することである（Hardware）。第二に、

規模は小さいが、地域や児童生徒の実᝟を⪃៖した特Ⰽのある教育ㄢ⛬の運Ⴀやከᵝな教育ࣛࢢࣟࣉ

ることである（Software）。第୕に、බເไによࡏの開Ⓨ・運Ⴀを㏻じて、学校の教育ຊを向上さ࣒

る校長の௵⏝や教員のᣍ⪸、学習⿵ຓ員や࣒ࣛࢢࣟࣉᨭ᥼者、地域ఫ民の生ᾭ学習࣒ࣛࢢࣟࣉの௻

画・運Ⴀのための人ᮦな࡝、優れた人ᮦの㓄置やά⏝である（Humanware）。第ᅄに、自ᚊ学校と

してᣦᐃすることにより、児童生徒ເ集の自ᚊ権௜୚、教⫋員へのࣈ࢕ࢸࣥࢭࣥ࢖௜୚といった自ᚊ

的な学校運Ⴀである（Governance）。第஬に、地域ఫ民との連携・協働や地域Ⓨ展ィ画との連携に

より、農村地域のⓎ展を≌ᘬし、持続ྍ⬟な学校を構⠏することである（Networking）。これらの

せ⣲が上ᡭく構⠏され、児童生徒が㏻いたくなる農村地域における持続ྍ⬟な小規模校を育成するこ

とにあった。 

⏣ᅬ学校としてᣦᐃをཷけた学校では、都市と農村間の教育的格差や教育的୙฼┈を⦆࿴もしくは

ゎᾘすべく、ຎ悪な教育⎔ቃや条件を改善し、児童生徒の学ຊ、ᡯ⬟および生ά࢔ࢣに㛵ࢃるከᵝな

、を⊂自に開Ⓨ・運Ⴀしてきた。なかでも、優れた学校では、児童生徒を取りᕳく生ά⎔ቃ࣒ࣛࢢࣟࣉ

地域の経済的・ᩥ化的状況、保護者や地域ఫ民のせồを༑ศにศᯒ・཯ᫎした教育࣒ࣛࢢࣟࣉを自ᚊ

的に開Ⓨ・運Ⴀし、地域社会との協ຊ体ไを構⠏してきた。このように、ྛ学校での自ᚊ的な学校運

Ⴀ、࣒ࣛࢢࣟࣉ運Ⴀにより、学習฿㐩ᗘの向上（基礎学ຊᮍᐃ着児童生徒の減少）や児童生徒数の維

持・ቑ加、さらには、児童生徒および保護者の学校への‶㊊ᗘが向上するな࡝の成ᯝがぢられた。 

農村地域の社会ኚ動に伴う学㱋人口の減少、小規模化に伴う学校経Ⴀ上のၥ㢟、都市と農村間の学

ຊ格差といったၥ㢟が↔Ⅼ化され、これらを克服するために⏣ᅬ学校育成事業な࡝の教育⚟♴事業が

推進されてきた。こうした事業は、༢にᏊ࡝もたࡕの教育機会の拡大や格差ゎᾘにṆࡲらࡎ、農村地

域の౯್を生かしながら教育ඹྠ体を構⠏し、ప下しつつある地域の教育ຊをᅇ᚟することを最大の

目的としていた。しかし、政府による財政ᨭ᥼は短期間で⥅続的ではないため、ᨭ᥼がṆࡲれࡤඖの

状ែにᡠるྍ⬟ᛶも⛎めており、事業⤊஢後の取り組みをいかに持続ྍ⬟なものにしていくのかがㄢ

㢟となった。 
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� 㸰㸬ࠕᑠ࡞ࡉᏛᰯ㐠ືࠖࡢᒎ㛤 

␥小さな学校運動ࠖは、ிࠕ
ࢠࣥࣙ࢟

道加ᖹ
ࣥࣙࣆ࢝

郡のఫ民によるᮭᐦ
࣑ࣝࢗࢺ

ศ校廃校཯対㜚த（1994 年）を出ⓎⅬと

する。ᮭᐦศ校廃校཯対㜚தは、地域の学校を生かすために教員や保護者、地域ఫ民が❧ࡕ上がり、

小さな学校を生かすことを運動的ࣞࣝ࣋（ᮭᐦศ校を生かす運動）で展開したものである。学校が↓

くなれࡤ地域も荒廃化すると⪃࠼た教員や地域ఫ民は廃校ᥐ置᧔ᅇをồめ、国を相ᡭにதい始めた。

ᙼらは、学校を廃校とすることはᩥ化権の๤ዣであり、出生地による学習権のไ㝈は教育ᖹ等権を㜼

ᐖすると୺ᙇするとともに、農村の小さな学校がもつ教育的長ᡤを最大㝈に生かして、教育の質を㧗

めることができる方策を模⣴したのである㸲）。しかし、ᙼらのດຊはሗࢃれ2、ࡎ 年を㉸࠼る期間の

大ἲ㝔（日本の最㧗⿢判ᡤに相当する）でのἲᘐ㜚தにᩋッし廃校となった。しかし、ᮭᐦศ校廃校

཯対㜚தを契機に、農村小規模校統廃合ၥ㢟が社会的ၥ㢟として提㉳され、その後の、政府による一

方的で大ࠎ的な農村小規模校統廃合の推進は、地域ఫ民の཯Ⓨを㈙い、ྛ地域で小さな学校を生かす

運動を展開するきっかけとなった。 

2000 年に඲校生徒 20 ྡవりに過ࡎࡂ、廃校の危機を㏄࠼ていたி␥道広ᕞ
ࣗࢪࣥ࢓ࢡ

市の༡₎ᒣ
ࣥࢧࣥࣁ࣒ࢼ

小学校は、

うࢁබ教育から᪂たなᕼᮃを᥈ࠕ とࠖ、地域ఫ民と保護者、教員が連ᖏしたࠕ᪂たな学校づくり運動ࠖ

を展開し、その後の小さな学校運動の先㥑的な事౛（小さな学校ࣔࣝࢹ）となる。ᙼらは、教育⎔ቃ

を改善しながら農村の小さな学校に都市のᏊ࡝もたࡕの㌿ධ学をㄏᑟし、බ教育のなかで代᱌的な学

校の方向ᛶや教育のᅾり方を模⣴してきた。ࠕ教員とᏊ࡝もがඹឤする学校ࠖ、ࠕ自↛が㌟近にあり

生ែឤཷᛶを育てる学校 人間的教育を行う学校ࠕࠖ、 の成長に㓄៖した学校づくりࡕもた࡝Ꮚࠕࠖ、 、ࠖ

がࡕもた࡝づくりࠖを校長や教員、保護者やᏊ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝体㦂とウ論が学習の中ᚰとなるようなࠕ

一⥴に㆟論し、論தし、ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥをとりながらྍ⬟にしていった。この༡₎ᒣ小学校での

取り組みが඲国に広ࡲり、බ教育に᪂たなᕼᮃをῬᮃしていたከくの教員や保護者が動き出し、2001

年௨㝆、඲国で小さな学校運動が展開し始めたのである。 

2002 年には、人間的な஺流ができる学校での໅務をᮃむ教員や保護者、⎔ቃ運動に取組む地域ఫ

民が集ࡲり、生ែ⎔ቃ教育やᩥ字᭩き教育にຊをධれるᕧᒣ
ࣥࢧࢥ

小学校（ᛅΎ༡道
ࢻའࢼࣥࣙࢳࣥࣗࢳ

∳ᒣ
ࣥࢧ࢔

市）づくりを展開

した。200� 年には、廃校危機にあった二つの学校の自ᚊ的な統合により୕཭
࣒࢘ࢧ

小学校（඲⨶໭道
ࢻࢡࣉࣛࣝࣙࢳ

᏶ᕞ
ࣗࢪࣥ࣡

郡）

がつくられた。୕཭小学校は、༡₎ᒣ小学校やᕧᒣ小学校の事౛を✚ᴟ的にཷけධれながら᪂たな学

校づくりを展開し、学校・地域・行政がともにつくる教育ඹྠ体づくりに取り組ࢇでいる。 

これらの学校は、᪂たな学校づくりに取組む過⛬において、それぞれの学校づくりの経㦂をඹ᭷し

ながら相஫にᨭ᥼してきた。小さな学校が相஫に連ᖏし、ᨭ᥼できるࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿを構⠏するᚲせᛶ

から、200� 年にࠕ小さな学校教育連ᖏࠖが⤖成された。小さな学校教育連ᖏは、小さな学校の教育

と学校改㠉の実㊶的代᱌を模⣴する教員や教育実㊶ᐙの集ࡲりであり、ඹྠ体的な教育を㏣ồする学

校間の連ᖏとᨭ᥼を目的に⤖成された。教育を中ᚰに置き、児童生徒を中ᚰに置き、学校で教育をき

それが小さな学校教育連ᖏである㸳）。現ᅾ、඲国で、ࢁるとこࡲうとする実㊶が集ࢁとやࢇࡕ 17 の
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小学校やศ校が会員校としてά動しており、後㏙する୕཭小学校もそのࡦとつである。小さな学校教

育連ᖏでは、ձ㠀教育的な学校ᩥ化をᡴ◚し、学校教育をṇᖖ化にすること、ղ小さな学校の教育に

㛵する◊✲と実㊶ά動をすること、ճ地域社会と学校の出会いを㏻じて、社会的連ᖏを拡げること、

մ小さな学校教育連ᖏ会員校間の連ᖏと拡ᩓのためのᨭ᥼ά動を行うことを掲げている。 

このような小さな学校運動は、自ศたࡕの学校ࡔけにとࡲ࡝らࡎ、地域や学校間でࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿを

構⠏し、お஫いの経㦂をඹ᭷しながら、持続的にⓎ展・拡ᩓしていこうとດຊしているⅬに特ᚩがあ

る。小さな学校運動は、බ❧学校で展開される運動であり、᪂しい学校をつくるのではなく、学校を

෌構㐀化していくのである。自ศたࡕがつくる学校ീを教員の経㦂や保護者のせồから᥈り、小さな

学校がもつ࣓ࣜࢺࢵを教育ㄢ⛬にල現化していく。その過⛬では、構成員の自Ⓨ的なཧ加とウ論を㔜

どするᩥ化をᙧ成しているのである。小さな学校運動は、自ศたࡕの地域の学校をᏲる運動と᪂たな

教育を⇕ᮃする保護者や教員の᪂たな学校運動が⤖合した運動である㸴）。 

 

� 㸱㸬ᣢ⥆ྍ⬟࡞ᆅᇦ♫఍Ꮫᰯࢆ┠ᣦ୕ࡍ཭ᑠᏛᰯࡳ⤌ࡾྲྀࡢ 

㸦㸯㸧୕཭ᑠᏛᰯࡢㄌ⏕ 

୕཭小学校は、඲⨶໭道中部の᏶ᕞ郡㧗ᒣ
ࣥࢧࢥ

面（面✚ �9��� ੎、人口 ��7�� ྡవり）という඾ᆺ的な

農村地域に位置する。現ᅾ、児童数 92 ྡ、学級数はྛ学年 1 つと特別ᨭ᥼学級ࡎࢫࣛࢡ 1 のࢫࣛࢡ

7 学級、教員 1� ྡ、行政⫋員 � ྡから構成されている（2017 年 4 ᭶ 1 日現ᅾ）。 

前㏙したように、廃校危機にあった二つの学校の自ᚊ的な統合によりつくられた学校である。当᫬、

㧗ᒣ面には、㧗ᒣす小学校と୕ወ
ࢠ࣒ࢧ

小学校という 2 つの小規模校が存ᅾしていたが、඲⨶໭道教育ᗇの

統廃合方㔪にᚑい、この 2 つの学校を㧗ᒣ小学校に統合することになっていた。しかし、統廃合対象

校としてᣦᐃされて௨᮶、学校を存続さࡏるために地域ఫ民と一部の教員での㆟論が展開するなか、

もう一校の保護者たࡕとពẼᢞ合し、㧗ᒣす小学校と୕ወ小学校での統合が模⣴され始めた。このよ

うに、学校存続をᮃむ地域ఫ民や保護者、一部の教員の཯対運動により、200� 年 � ᭶、୕཭小学校

（200� 年 9 ᭶ 1 日、校ྡኚ᭦）がㄌ生したのである。 

୕཭小学校は、これࡲでࠕᖾࡏな出会いを続けていく小さな学校ࠖづくりを目ᶆに、学校の෌構㐀

化、体㦂中ᚰの教育ㄢ⛬の⦅成、民୺的なウ論による構成員のࢡ࣮࣒࣮࣡ࢳづくり、㠀教育的な័行

をṆめ、ᤵ業中ᚰの学校運Ⴀ、持続ྍ⬟な地域社会学校づくりを目ᣦしてきている。すなࡕࢃ、農村

地域の小さな学校がもつ自↛⎔ቃ、人間ᛶ教育をྍ⬟にする学校規模、෇⁥なࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥと

࣐࢘がྍ⬟な学校構成員、ከᵝな体㦂に᭷฼な地域社会、ఏ統とᩥ化がᜥづくࢡ࣮࣒࣮࣡ࢳ （ࣝ地域）

をά⏝し、教育ඹྠ体の構成員がᖾࡏな小さな学校のࣔࣝࢹを模⣴しているのである。࣐ࣝ࢘のᏊ࡝

もたࡕがᛌ㐺な⎔ቃのなかで成長するために、大人たࡕが஫いにຊを合ࡏࢃ、ឡの║差しでᏊ࡝もた

を育てる学校と地域になるよう、学校と地域がともに教育ඹྠ体を構成しなࡕもた࡝をぢつめ、Ꮚࡕ
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がら、地域の教育ᩥ化の改善に㛵ᚰをもつ一方で、ᖾࡏな教育ඹྠ体ᩥ化を拡ᩓしていくことにດຊ

してきている㸵）。 

 

㸦㸰㸧㠉᪂Ꮫᰯࡳ⤌ࡾྲྀࡢ࡚ࡋ࡜ 

前㏙した小さな学校教育連ᖏ会員校における学校༢位の改㠉や実㊶に対するὀ目は、進Ṍ的教育┘

（日本の教育長に相当）による㠉᪂学校政策�へと⧚がった。学校༢位のᑓ㛛的な学習ඹྠ体の運Ⴀ、

民୺的な学校運Ⴀ、๰㐀的な教育ㄢ⛬の運Ⴀ、児童生徒中ᚰ、現ሙ中ᚰの学校といった学校ᩥ化の改

善や㠉᪂にὀ目が集ࡲったのである㸶）。 

2010 年 � ᭶、୕཭小学校が位置する඲⨶໭道地域にも進Ṍ的教育┘が㑅出され、㠉᪂学校事業の

推進が始ࡲった。඲⨶໭道における㠉᪂学校のᐃ義としては、඲⨶໭道㠉᪂学校運Ⴀ・ᨭ᥼に㛵する

条౛によると、ࠕබ教育の内実化の成ຌࣔࣝࢹを๰出し、これを拡ᩓ・ᬑཬすることを目的に、඲⨶

໭道教育┘がᣦᐃ・運Ⴀする学校ࠖをᣦす。すなࡕࢃ、㠉᪂学校を㏻じて、ձᤵ業の㠉᪂、ղ教ᤵѸ

学習中ᚰの学校ᩥ化、ճ๰㐀ᛶと地域ᛶを཯ᫎした教育ㄢ⛬の෌構成、մ保護者の学校ཧ加と地域社

会学校づくり、յ࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲのኚ化（民୺的な論㆟構㐀とពᛮỴᐃ構㐀）をᅗりながら、᪂たな

学校教育ࣔࣝࢹ（බ教育のṇᖖ化ࣔࣝࢹ）を๰出・拡ᩓするとともに、Ꮚ࡝もたࡕが㏻いたくなる学

校、ᖾࡏな教育ඹྠ体づくりを目ᣦすのである。これらを実現するために、ձ自Ⓨᛶ（教ᖌ、児童生

徒、保護者の自Ⓨ的なཧ加と実㊶のពᛮをᑛ㔜）、ղ民୺ᛶ（学校の自治と児童生徒の自治の実現、

学校民୺୺義の実現）、ճ๰㐀ᛶ（ᤵ業、教育ㄢ⛬、運Ⴀ࣒ࢸࢫࢩの෌構成）、մබඹᛶ（ㄡࡦとり

学びから疎እすることのない教育の提౪）、յ地域ᛶ（地域社会にある㈨※のά⏝と地域社会におけ

る教育ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿの構⠏）を㠉᪂学校のဴ学（運Ⴀཎ理）として掲げている㸷）。 

୕཭小学校のሙ合、᪤存の教育ά動がㄆめられ、2011 年から㠉᪂学校としてᣦᐃをཷけ、௚の㠉

᪂学校のࣔࣝࢹ校としてὀ目されてきた。୕཭小学校は㠉᪂学校（自ᚊ学校としてᣦᐃ）として、次

のような目ᣦす学校ീをᥥいている。すなࡕࢃ、農村の小さな学校がもつ⎔ቃ的優㉺ᛶを生かした人

間ᛶ教育と、特ᛶ化された教育ㄢ⛬に基づいて日ᖖのᤵ業の質的向上をᅗり、࣐ࣝ࢘ඹྠ体෌生のた

めのࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉの実現により、教育ඹྠ体が‶㊊する͂⨾しい小さな学校̓である。ල体的には、

げる方ἲと内ᐜを基本ࢁࡦ一つ目に、教育を展ᮃするဴ学がඹ᭷される学校である。教育ά動をࡎࡲ

的に自ศたࡕのᩥ化から᥈り、教育ά動ではᏊ࡝もたࡕがᖖに中ᚰとなり、教ᖌのከᵝᛶをㄆめなが

ら、ウ論ᩥ化（合ពとࢡ࣮࣒࣮࣡ࢳ）を㔜どするのである。二つ目に、┿のᴦしさのある学校である。

学びの過⛬がᴦしく、ࡺとりの中で┿の自ศをⓎぢし、自↛を大ษにᛮい、ともに生きる人ࠎをឡす

るといったရᛶを育てる。自ศたࡕのᩥ化をឡし、自↛をឡし、人間をឡするά動をල現化していく

教育ㄢ⛬を目ᣦすのである。୕つ目に、㝈りなく韓国的で、ᖖ㆑的な学校である。韓国のᩥ化（地域

                                                 
� ��1�年に実᪋された඲国教育┘㑅挙において、㠉᪂学校事業の推進をබ約に掲げた進Ṍ的教育┘が㌍進し、඲

国17ある市・道教育ᗇのうࡕ、現ᅾ1�の市・道教育ᗇでᑟධされている。 
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ᛶ）と民୺ᛶを㔜せどした教育ά動を展開するᖖ㆑的な学校をつくっていくが、その㝿に教育୺体の

自୺的なດຊにより教育成ᯝを生み出しているࠕ小さな学校教育連ᖏࠖ会員校とのࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

ࣥとඹ᭷を㏻じて、教育࣒ࣛࢢࣟࣉのᏳᐃᛶと㐺ᛂᛶを㧗めるのである１㸮）。このように、୕཭小学

校では、༢⣧に᪋タの改善やᨺㄢ後教育ᨭ᥼な࡝といった財政ᨭ᥼事業に㢗るのではく、Ꮚ࡝も中ᚰ

の学校ᩥ化をᙧ成し、教育ㄢ⛬の特ᛶ化をᅗりながら教育➇தຊを㧗めることによって、Ꮚ࡝もたࡕ

がやって᮶る⨾しい小さな学校づくりを目ᣦしているのである。 

 

㸦㸱㸧ྲྀࡢࡳ⤌ࡾᡂᯝ 

୕཭小学校では、学校ᩥ化の㠉᪂を㏻じて、Ꮚ࡝もたࡕを中ᚰとするᩥ化がᐃ着し、教員◊ಟや保

護者のཧ加、地域社会との協ຊにより、一ᐃの成ᯝを生み出してきている。特に、地域が生き生きす

れࡤ学校も生き生きとなり、学校が生き生きすれࡤ地域も生き生きとなることから、地域との࣑ࣗࢥ

をᅗることにຊをධれてきた。廃校危機当᫬から学校が先㢌に❧って、ウ論のሙであるࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ

཭教育ㄒりのሙ୕ࠕ をࠖタけ、ึ 等教育に㛵ᚰのある地域ఫ民がⓙ集い、学校のᅾるべきጼ（方向ᛶ）

について㆟論を展開してきている１１）。これࡲでの取り組みの成ᯝを挙げると、次のようである１㸰）。 

一つ目に、地域が学校教育への㛵ᚰをもࡕ続けてきたことである。௨前は、教育に㛵する㛵ᚰが保

護者や教員中ᚰであり、学校教育にࡔけ㝈られていた。しかし、教育のၥ㢟は地域社会の維持、Ⓨ展

にとって㔜せなၥ㢟であるというㄆ㆑が地域のなかに拡ᩓしてきた。保護者や地域ఫ民がᖜ広くཧ加

することにより、行政機㛵の協ຊやᨭ᥼にࡲでつながってきた。 

二つ目に、学校が地域社会の大ษさをㄆ㆑し、地域とともにṌむきっかけをつくってきたことであ

る。学校内での教育にࡔけ集中していた学校がᇉ᰿を㉺࠼、地域とともにṌむことがᏊ࡝もたࡕの成

長に大きくస⏝することをㄆ㆑してきた。 

୕つ目に、地域教育のάᛶ化に向け、行政のᯝたすᙺ๭が✚ᴟ化したことである。これࡲで自治体

行政の教育への㛵ᚰは、財政ᨭ᥼中ᚰであった。しかし、ఫ民自治࣮ࢱࣥࢭが✚ᴟ的に地域の学校と

ともに教育事業に㈶ྠしてきたことにより、地域のⓎ展をᅗっていく上で教育のၥ㢟が㔜せであるこ

とを෌☜ㄆする機会となった。 

ᅄつ目に、࣐ࣝ࢘でᏊ࡝もたࡕを育てるということが地域ඹྠ体のㄢ㢟であることを෌ㄆ㆑したこ

とである。࣐ࣝ࢘では、Ꮚ࡝もたࡕが育つということと、ఫ民のᬽらしの質をษり離して⪃࠼ること

はできない。教育ඹྠ体がάᛶ化することにより、地域の㧗㱋化ၥ㢟やᖐ農ᖐ村な࡝のၥ㢟をともに

 。ゎỴしていくことを㏻じて、地域ඹྠ体の෌生につながることが期ᚅされる࠼⪄

このように、学校のၥ㢟を学校ࡔけのၥ㢟としてゎỴしようとするのではなく、地域社会とともに

ၥ㢟をゎỴしていこうとດຊしてきているのである。こうした取り組みの一つ一つが学校を持続的に

Ⓨ展さࡏていくཎ動ຊとなっているのであࢁう。 
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 ࡚࠼࠿めに࡜ࡲ

児童生徒数の減少による学校存続の危機を克服してきた学校では、ඹ㏻的に、小さな学校がもつ教

育的౯್（࣓ࣜࢺࢵ）を生かそうとດຊし、ࡲた、学校が自↛豊かな⎔ቃのなかに存ᅾしていること

にὀ目し、学校෌生への取り組みを展開してきている。それらの学校では、教員や保護者の⊩㌟的な

ດຊがあるなか、政府や自治体の財政ᨭ᥼事業をきっかけにάᛶ化したり、学校と地域の協ຊ㛵ಀが

生ࡲれたり、බເไによる校長の࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲのもとで学校を㠉᪂さࡏていく動きがぢられる。校

長の࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲや教員の教育に対する᝟⇕、地域ఫ民や保護者の教育ά動への✚ᴟ的な協ຊをも

とに、学校や地域ఫ民、保護者がຊを合ࡏࢃながら、地域と連携・協働する学校づくりを模⣴してき

ているのである。 

農村地域の小さな学校が学校存続の危機を克服しながらⓎ展してきたせᅉとして、次のようなもの

が挙げられる１㸱）。 

一つ目に、地域条件に基づく᪂たな教育のせồである。農村地域の小さな学校というⅬに着║し、

農村ࡔから、小さな学校ࡔからྍ⬟な教育的౯್を地域社会と連携・協働しながら学校教育のなかに

ල体化している。産業化に伴う都市過ᐦ化ၥ㢟、⎔ቃ危機な࡝が日ᖖ化し、農村地域に存ᅾする豊か

な自↛生ែ⎔ቃやඹྠ体的な㛵ಀのᙧ成をᮃむ社会のせồにᛂ࠼ようとする学校ࣔࣝࢹである。廃校

危機にあった農村地域の小さな学校を෌生し、児童生徒数のቑ加に⧅がっている。その過⛬にὀ目す

ると、࿘㎶の農村地域から⛣ఫしているのではなく、都市部から農村へ⛣ఫしており、ᖐ農・ᖐ村後

に学校を㑅ᢥするのではなく、農村地域の小さな学校でᏊ࡝もを育てたいという保護者たࡕのᛮいか

ら、学校を㑅ᢥ後にᖐ農・ᖐ村しているሙ合がከくぢられる。 

二つ目に、ඹྠ体的な学校ᩥ化のᙧ成である。校長の民୺的な࣮ࣜࣉࢵࢩ࣮ࢲをもとに、教員の⊩

㌟的なጼໃ、人間㛵ಀのᙧ成、ཧ加とࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ、合ពᙧ成、民୺୺義、社会的連ᖏ、౯್

ඹ᭷な࡝教育ඹྠ体の特ᛶを生かしながら実㊶に取り組ࢇでいる。学校を㠉᪂さࡏていくなかで、ࡲ

や目ᶆを❧てる過⛬を㔜せどし、ðࣥࣙࢪࣅ学校のࡎ ❧されたࣥࣙࢪࣅや目ᶆを学校構成員や地域ఫ

民がඹ᭷することにດຊしている。ࡲた、学校が地域社会でᢸう教育的ᙺ๭をᯝたすためにດຊし、

地域社会との連ᖏを⤯ࡎ࠼模⣴している。 

୕つ目に、教員による自Ⓨ的な学習組織の構⠏である。教育ά動について自⏤に対ヰ・ウ論するこ

とに取り組ࢇでいる。᪂たな学校づくりを目ᣦす教員の⊩㌟的なດຊは、自ศたࡕの学校ࡔけではな

く、近㞄校に໅務する教員ྠኈ、もしくは小さな学校教育連ᖏのような組織体において教員࣡ࢺࢵࢿ

についての学ࣝࢹをᙧ成し、◊ಟや学習会を㏻じて相஫の取り組みをඹ᭷しながら小さな学校ࣔࢡ࣮

びや◊✲を続けている。このような教員の⊩㌟的なດຊとពᚿ、協ຊ㛵ಀは、学校を維持・Ⓨ展さࡏ

ていく㔜せなཎ動ຊのࡦとつとなるであࢁう。 

ᅄつ目に、保護者や地域ఫ民の自Ⓨ的で✚ᴟ的な教育ά動へのཧ加である。᪂たな学校づくりに取

組む௨前から、ᚿをྠじくする保護者や教員、地域ఫ民がともに学習組織を❧ࡕ上げ、学校෌生の方
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向ᛶや内ᐜについて学びあい、㆟論を展開してきている。᪂たな学校をつくっていく過⛬において、

教員ࡔけではなく保護者や地域ఫ民が取り組みのึ期の段階からともにཧ加してきており、学校運Ⴀ

や教育࣒ࣛࢢࣟࣉの運Ⴀに✚ᴟ的にཧ加・協ຊし、対ヰを㏻じて学校とのពᛮ疎㏻をᅗっている。 

௨上のように、小さな学校の෌生に取り組ࢇでいる学校や地域では、ᖐ農・ᖐ村人口のቑ加に伴っ

て児童生徒数がቑ加し、廃校や学校存続の危機を克服してきている。そのような農村地域の小さな学

校では、地域や小規模校がもつ࣓ࣜࢺࢵを生かすことや、豊かな自↛生ែ⎔ቃの中に学校が位置づく

こと、地域に存ᅾするࣕࢩ࣮ࢯ 、に着目しながら、教員や保護者を中ᚰとした教育運動ࣝࢱࣆࣕ࢟ࣝ・

教育実㊶を展開している。さらには、政府や自治体による財政ᨭ᥼（⏣ᅬ学校育成事業や㠉᪂学校事

業な࡝）を一つのきっかけとして、教員や保護者、地域ఫ民が▱ᜨを出し合いながら学校を෌生およ

びάᛶ化さࡏてきている。ࡲた、事౛として挙げた୕཭小学校のように、ඹྠ体的な学校ᩥ化をᙧ成

し、保護者や地域ఫ民の学校へのཧ加拡大をᅗりながら、学校が地域の中でᢸうべき教育的ᙺ๭をᯝ

たすことや、学校が地域社会のⓎ展に࡝のようにᐤ୚することができるのかを模⣴しながら、学校を

᰾とした地域教育ඹྠ体づくりを目ᣦしているのである。 

地域と連携・協働しながら持続的に学校を維持・Ⓨ展さࡏていく取り組みをいかに構⠏さࡏていく

のか。ࡲた、そうした取り組みを持続さࡏていく௙組みとはいかなるものなのか。小さな学校運動に

取り組ࢇでいる学校や地域の事౛ศᯒを㏻してゎ᫂していくことを௒後のㄢ㢟としたい。 
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